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エッセイ

岡崎忠彦「curiousであり続けること」
Illustration / Asuka Kitahara

　デザイナーだった私が故郷の神戸に戻り、

ベビー・子ども服の仕事を始めて 12 年、

経営トップに就いて 5年が経った。大きな

可能性を秘め、日々成長する子どもたちの

洋服を作るこの仕事を、誇りに思っている。

インターネットの普及でコミュニケー

ションの方法が劇的に変わり、世の中はめ

まぐるしい変化を遂げている。10年後、15

年後の社会がどうなっているのか、もはや

誰にも分からない。成長過程にある子ども

の可能性が未知数であるように、これから

のビジネスも大きな可能性を秘めている。

　さて、表題に掲げた “curious” とは、

英語で「好奇心が強い」ということ。好奇

心がなければ前には進めない。終戦直後の

貧しい時代に当社を創業し、母親たちに新

たなライフスタイルを提案した祖母は、少

年時代の私によくこう言っていた。「好奇

心がなくなったら終わりよ」。その言葉の

意味を、今はよく理解できる。いかにおい

しいワインも飲んでみなければ分からない。

大切なのは知りたいという欲を持ち、体験

することだ。体験なしに感動は生まれない。

　知らないことは恥ずべきことではない。

それが大きな力となることがある。私の会

社が、新生児用の肌着を開発したときのこ

とだ。「この世に生まれて初めての衣服」に

新しい上質な素材を求め、日本の桑の葉を

食べて育った蚕の繭で作った 100％国産シ

ルクを使うことにした。繊細な素材だが、

繰り返し洗って使える丈夫さがなければい

けない。何度も試験・改良を重ね、２年半

がかりで納得いく商品を作ることができた。

開発に協力してくれた着物屋の主人に言わ

れた。「シルクのことを知らないから無茶

ばかりいう」。まさにその言葉通り、「知らな

い」ということが不可能を可能にしたのだ。

　生きていく上で、curious は最大の武器

となる。新しい人に出会い、新しいアイデ

アや情報を取り入れ、本物に触れる喜びを

味わおうとする限り、人も組織も成長を続

けていける。そう信じている。
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NEWS

この４月の人事異動により、途中からではありますが、本誌

の編集に加わりました。テレビやラジオ、CDやDVD、インター

ネットなどメディアを通じて実演に触れることがほとんど

で、コンサートや舞台などで生の芸能実演に触れる機会は、

年に数回ほど。触れるジャンルも、学生の頃に慣れ親しんだ

ものや最近流行りのものと、どちらかと言えば、実演芸能に

は疎い自分。そんな自分が打ち合わせに参加すると、知らな

い言葉が飛び交い、インターネットのお世話になることもし

ばしば。その一方で、新たに知ることもあり、興味がそそら

れることもありました。誌面を通じて、実演芸能に携わるす

べての人々の活き活きとした姿を、一人でも多くの読者に伝

え、メディアを通じて得られるものとは違った魅力が伝えら

れる一助となるよう、精進して行きたいと思います。（君）

日本音楽著作権協会（出）許諾第１５０４５５２－５０１号
LIVIN' LA VIDA LOCA　Words & Music By Robi Rosa and Desmond 
Child ©1999 By DESMOPHOBIA and A PHANTOM VOX PUBLISHING 
All rights reserved. Used by permission.The rights for Japan assigned 
to FUJIPACIFIC MUSIC INC. Print rights for Japan administered by 
YAMAHA MUSIC PUBLISHING, INC.

編集後記

発行：公益社団法人 日本芸能実演家団体協議会
　　  実演家著作隣接権センター（芸団協CPRA）
発行日：2015年5月1日
発行人・編集人：松武秀樹（芸団協常務理事・芸団協CPRA法制広報委員会副委員長）
編集顧問：大笹吉雄（演劇評論家）
編集：芸団協CPRA法制広報委員会SANZUI編集プロジェクトチーム
　　  上野博（音制連）、丸山ひでみ（PRE）、鈴木明文（音事協）、
　　  井上滋、榧野睦子、君塚陽介、大井優子、小泉美樹（芸団協CPRA）
アートディレクター：新村則人
デザイナー：庭野広祐（新村デザイン事務所）
コピーライター：二藤正和
協力：公益社団法人日本俳優協会、芸能花伝舎、東京オペラシティ、
　　  一般社団法人日本演出者協会、東京芸術劇場

芸団協・実演家著作隣接権センター（CPRA）とは

CPRAは実演家の権利処理業務を適正に行うための専門機関と

して、公益社団法人日本芸能実演家団体協議会（芸団協）と関係

団体の協力により1993年に発足しました。レコードやCDを放送

で使ったり、レンタルしたり、テレビ番組をDVD化するとき等の権

利処理と使用料等の徴収を行い、委任権利者に分配しています。

それに留まらず、広く実演芸術の円滑な流通と権利の擁護を目

的として幅広い活動を展開しています。 http://www.cpra.jp

クプラ

クプラ

郷ひろみさんサイン入りDVD
『Hiromi Go Concert Tour 2014
“Never End”』　1名様
2014年のツアーから、大宮ソニックシティのライブス
テージを全曲収録。アップテンポからバラードまで、郷
さんの魅力がたっぷり詰まっています！
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WEBサイト: http://www.cpra.jp/sanzui
Facebook: https://www.facebook.com/sanzui.news
Twitter: @SANZUI_info

『SANZUI』は創刊より3年目を迎え、これまで、多様なジャンルの実演芸術を取り上げ
てきました。『SANZUI』をご覧になってのエピソード、これまで知らなかったジャンル
の公演に足を運ぶようになった、もっと知りたいと思ったなどなど、ぜひお寄せくださ
い。『SANZUI』誌面やウェブサイト等でご紹介させていただいた方には、SANZUIオ
リジナルグッズをプレゼント。SANZUIウェブサイト（http://www.cpra.jp/sanzui）よ
り、たくさんのお便りをお待ちしています！

エピソード募集！

NEWシネマ歌舞伎『三人吉三』
全国共通券　ペア3組
歌舞伎の名作が現代の舞台に。映像や音にこだわり
抜いた、かつてない「シアトリカルムービー」が、6月
27日（土）より全国の映画館でお楽しみいただけます。
http://www.shochiku.co.jp/cinemakabuki/lineup/29/
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芸能花伝舎がリニューアル

芸団協が運営する新宿区旧淀橋第三小学校を活
用した「芸能花伝舎」では、10年の節目に大規
模改修を実施。11の創造スペースの設備充実に
加え、ギャラリー展示やライブが行える開放的なス
ペースが生まれました。

東京都新宿区西新宿6-12-30

tel:03-5909-3066  fax:03-5909-3061

体育館や教室を稽古やイベント、撮影などに利用
可能。10月の本格始動に向け、4月より受付を開
始しています。
東京都立川市富士見町6-46-1 旧多摩川小学校
NPO法人アートネットワーク・ジャパン（企画・運営）
tel:03-5961-5200  fax:03-5961-5207

富士山の見える多摩川沿いに
カルチャー・ファクトリー
「たちかわ創造舎」がオープン

台東区が、旧田中小学校2階を
「たなか舞台芸術スタジオ」として活用

本年4月より、舞台芸術活動の支援を目的として、
大小あわせて３つの稽古場の貸出を開始。公演に
向けて最大60日まで連続での長期利用も可能です。
東京都台東区日本堤2-25-4
tel:03-5808-7327  fax:03-5808-7328
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